
令和２年度 茨城県高等学校剣道新人大会兼 

令和２年度全国高等学校剣道選抜大会茨城県予選会（2/22 変更版） 

要       項 
１ 主  催  茨城県高等学校体育連盟 茨城県教育委員会 

２ 主  管  茨城県高等学校体育連盟剣道専門部 

３ 日  時  令和３年３月 13 日（土） 男女個人 開会９時 30 分 

令和３年３月 20 日（土） 女子団体 開会９時 30 分 

        令和３年３月 21 日（日） 男子団体 開会９時 30 分 

４ 会  場  男女個人  茨城県武道館 水戸市新原 2－11－1  ℡ 029-251-8444 

        女子団体  茨城県武道館 水戸市新原 2－11－1  ℡ 029-251-8444 

        男子団体  ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

               ひたちなか市新光町 49 番地  TEL 029-273-9370 

５ 試合規定   (公財)全日本剣道連盟の主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドラインによる。 

(公財)全日本剣道連盟の「剣道試合・審判規則・細則」による。 

         (公財)全国高体連剣道専門部申し合わせ事項による。 

６ 試合方法  団体戦  

(１)トーナメント方式とする。 

(２)試合時間は、３分・引き分けとする。 

(３)試合結果は、勝者数、得本数とし、同点同本数の場合は代表者戦により決定する。

（代表者戦は、１本勝負。代表者は当該試合に出場した５人の中の任意の者とする。  

試合時間は３分、延長戦の試合時間は３分とする。延長戦が継続する場合は、延

長戦２回ごとに「深呼吸」「給水」の休息・休憩を繰り返す。） 

(４)登録選手によるオーダーの変更は試合ごとに認める。掲示用名表は、試合ごとに

各試合場審判主任へ前の試合の次鋒戦終了時までに提出する。 

(５)全国選抜大会の出場校が２校となった場合は，出場校決定戦を行う。 

 個人戦  

(１)トーナメント方式とする。 

(２)試合時間は３分、延長戦の試合時間は３分とする。延長戦が継続する場合は、延長 

戦２回ごとに「深呼吸」「給水」の休息・休憩を繰り返す。 

７ 参加資格 (１)参加者は茨城県高体連に加盟している学校及び個人登録している生徒であること。 

(２)年齢は平成 14 年４月２日以降に生まれたものとする。 

(３)転校後６ヶ月未満の者は参加を認めない。但し、一家転住等やむを得ない場合は、

この限りではない。 

(４)チーム編成においては、全日制・定時制・通信制の生徒による混成は認めない。 

８ 参加制限  団体戦  

          男子・女子共に１チーム編成は、監督１名、選手７名の計８名とする。〔但し，団体戦

３名（先・中・大）、４名（先・中・副・大）でも１チーム編成として出場を認める。〕 

        個人戦  

          各学校男女各２名以内（団体戦出場者と兼ねてもよい。）と推薦選手。 



          ※推薦選手については、今年度に限り令和元年度茨城県高等学校剣道新人大会男女個

人の部ベスト８以上の選手とする。 

９ 表  彰  団体・個人とも１位～３位を表彰する。団体１位のチームに愛知県春日井市開催の令

和２年度全国選抜大会の出場権を与える。また，全国選抜大会の出場校が２校となっ

た場合は、出場校決定戦に勝利したチームにも出場権を与える。〔但し、県予選大会申

込み時に５人揃っていなければ、不完全チームとし全国大会への出場権は認めない。〕 

10 申 込 み （１）方法 

         所定の申込用紙を高体連からダウンロードし、電子メールの添付ファイルにて各地区

アドレスに送信する。尚，掲示用名表は当日の朝、受付時に提出する。 

       （２）〆切  令和３年３月４日（木）17:00 

11 大会運営補助徴収金 

             「大会運営補助徴収金」として、各校男女別に２０００円を徴収する。 

        個人戦のみの参加校については、選手１名につき２００円を徴収する。 

        いずれも、大会当日、受付時に支払う。 

12 連絡・注意事項 

(１)参加選手は健康であって、学校長の承認を必要とする。さらに、本大会は保護者の 

記名押印のある参加同意書・健康チェックシートの提出を必須とする。（参加同意書 

は各校で保管、健康チェックシートは大会当日に提出。） 

      (２)選手は面ﾏｽｸ・ﾏｳｽｼｰﾙﾄﾞの着用を義務付け、その他のｼｰﾙﾄﾞ装着は推奨する。 

         （マスクの着用は、鼻まで覆うこととする。） 

(３)試合運営方法については、（一財）全日本剣道連盟の「剣道試合・審判運営要領」に 

よって実施する。 

(４)剣道用具確認証の提出については、大会申込書提出時に確認欄への記入をもってこ 

れに充てる。 

(５)感染対策の為、竹刀検量は行わないが、事前に竹刀点検は各校で行い，剣道試合規 

則・審判細則で定める基準を満たすものを使用することとする。 

(６)選手は前垂に黒または紺色の布地（白字以外は禁止）で学校名と姓を明記した名札 

を付けること。（名札のない選手は，出場できない。）  

(７)紅白の目印は幅５ｃｍ、長さ７０ｃｍ以内とする。 

(８)面紐は後ろに垂れる長さを４０ｃｍ以内とする。 

(９)無観客の開催とするため、男子団体の日は男子のみの入館，女子団体の日は女子の 

みの入館とする。男女個人戦は，選手１人につき、付き添い部員１人までの入館と 

する。（大会補助員については、この限りではない。） 

(10)開閉会式は行わないが、前年度優勝校男子水戸葵陵高、女子守谷高は優勝旗を事前 

に返還すること。 

(11)その他、大会開催にあたっては、各種ガイドライン（全剣連・茨城県保健体育課・ 

茨剣連）をもとに本専門部で定めた「大会開催時における感染拡大予防ガイドライ 

ン」に即して行うこととする。 

13 その他  今回の大会が中止になった場合は、全国選抜大会への出場チームは役員会の推薦とする。 


